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※下記の内容は、2016年 10月1日現在施行されている法律に基づいています。 

1. 職種ごとに試用期間を定めることの可否 

 試用期間は、別の設問で説明したとおり、新たに採用した者について、社員としての適格性を判定

するために設けられる期間である。 

 そして、適格性の中には、当然、従事することとなる職種における業務遂行能力も含まれているが、

職種により、適格性の判定が容易なものと困難なものがあると考えられる。 

 したがって、職種ごとに異なる試用期間を定めることも可能である。 

 

2. 職種ごとに試用期間を定めることの留意点 

 もっとも、例えばある職種には外国人のみが従事しており、その職種についてのみ長期の試用期間

が設定されているような場合、実質的には国籍を理由とする差別的取り扱いである（労働基準法3 条違

反）と指摘されないよう、職種ごとに異なる試用期間を設けることについて、合理的な理由が必要で

あろう。 

 

 

詳細は会員コーナーで閲覧してください。 


